
撰

集

抄

侍

の

撰集抄の{寺リ

本
稿
に
い
う
侍
リ(
侠
フ)
は
い
わ
ゆ
る
丁
寧
語
(
辻
村
敏
樹
氏
の
美
化
語)

で
あ
る 。
侍
リ
の
表
記
で
「ハ
ベ
リ
(ハ
ン
ベ
リ
こ
を
代
表
さ
せ 、
候
フ
の
表

記
で
「
サ
プ
ラ
フ
(
サ
ウ
ラ
フ)」
を
代
表
さ
せ
る 。
ま
た 、
と
れ
ら
の
侍
リ

(
候
フ)
は
使
用
対
象
と
し
て
対
者
が
想
定
で
き
る 。
侍
リ
は
平
安
時
代
(
院

政
期
を
ふ
く
む)
に
お
い
て
口
語
で
あっ
た 。
十一
世
紀
初
頭
の
源
氏
物
語
な

ど
で
は
高
い
敬
皮
を
もっ
て
用
い
ら
れ 、
十
二
世
紀
初
頭
ま
で
に
は
成
立
し
た

と
い
わ
れ
る
今
昔
物
語
集
K
お
い
て
は 、
新
興
の
候
フ
と
は
対
照
的
に
敬
度
の

低
下
と
衰
弱
の
様
相
を一
不
し 、
十
二
世
紀
後
半
に
は
口
語
の
世
界
か
ら
消
失
し

た 。
し
か
し 、
十
三
由
紀
以
降
も
文
語
と
し
て
は
使
用
さ
れ
て
い
る 。
本
稿
で

は 、
十
三
位
紀
成
立
か
と
い
わ
れ
る
撰
集
抄
の
侍
リ
の
実
態
を
調
査
し 、
平
安

時
代
の
侍
リ
や
同
時
代
(
中
世)
の
口
語
候
フ
と
比
較
し
な
が
ら 、
中
世
の
文

語
侍
リ
の一
様
相
を
と
ら
え
て
み
た
い 。

X

×

 

①
 

撰
集
抄
は
西
行
自
記
の
形
を
と
っ
た
仏
教
説
話
集
で
あ
る
が 、
そ
の
内
容
か

t要

井

光

昭

ら
西
行
作
で
あ
る
と
と
は
否
定
さ
れ
て
い
る 。
成
立
は
十
三
世
紀
中
葉
で
あ
ろ

う
と
い
わ
れ
て
い
る 。
序 、
肢
を
別
と
し
て
説
話
数
士
二
話
の
広
本
と
説
話

数
五
八
話
の
略
本
と
あ
る
が 、
広
本
の
方
が
先
に
成
立
し
た
と
す
る
説
の
方
が

有
力
で
あ
る 。
筆
者
の
見
た
と
乙
ろ
で
は 、
広
本
も
略
本
も
国
語
資
料
と
し
て

特
に
差
異
が
な
さ
そ
う
な
の
で 、
説
話
数
の
多
い
広
本
に
よ
る
乙
と
に
し
た 。

橋
本
本
の
巻
末
識
語
に
は
正
和
四
年
三
=
二
五
年)
の
書
写
と
い
う
記
載
が

あ
り 、
広
本
が
乙
れ
以
前
に
成
立
し
て
い
た
乙
と
が
判
明
す
る 。
使
用
テ
キ
ス

ト
は
広
本
の
近
衛
本
を
底
本
と
し
た
西
尾
光一
氏
校
注
『
撰
集
抄』
(
岩
波
文

庫 、
対
校
に
使
用
さ
れ
た
略
本
は
元
和
究
永
頃
刊
の
古
活
字
本)
で
あ
る 。
引

例
の
際
は
同
書
の
説
話
番
号
に
よ
っ
て
当
該
説
話
を
示
す
(
略
本
に
な
い
部
分

の
引
例
は
説
話
器
号
の
右
肩
に
×
を
付
し
た) 。
な
お 、
近
衛
本
の
書
写
年
代

は
室
町
末
期
ま
た
は
江
戸
初
期
と
見
ら
れ
て
い
る 。

撰
集
抄
は
国
語
資
料
と
し
て
は
文
語
的
性
格
が
強
い 。
よ
り
正
確
な
資
料
に

よ
る
裏
付
け
が
あ
れ
ば 、
さ
ら
に
理
想
的
で
あ
ろ
う
が 、
十
三
世
紀
ど
ろ
の
国

語
資
料
と
し
て
も
矛
盾
し
な
い
点
も
多
く 、
そ
の
文
語
的
性
格
を
明
ら
か
に
す

る
と
と
は
有
意
義
で
あ
る 。
文
語
的
性
格
を
示
す
例
と
し
て
は 、
本
稿
で
扱
う

43 



侍
り
を
は
じ
め 、
問
ュ 、
ミ
ソ
ナ
ハ
ス 、
イ
マ
ソ
カ
リ
な
ど
の
使
用
が
指
摘
で

き
る 。
文
語
悶
ユ
は
十
二
・
三
世
紀
の
交
に
発
生
し 、
も
は
や
女
性
に
よ
っ
て

②

 

多
く
用
い
ら
れ
る
謙
譲
語
で
は
な
く 、
他
に
対
し
て
言
う
意
の
雅
語
で
あ
る 。

③

 

と
れ
は
文
語
侍
リ
と
共
用
さ
れ
る
と
と
が
多
い 。
ミ
ソ
ナ
ハ
ス
は 、
平
安
時

代 、
訓
読
語
系
の
文
語
で
あ
っ
た
が 、
十
三
世
紀
に
は
文
語
と
し
て
の
使
用
範

④

 

闘
が
広
く
な
っ
た
も
の
で
あ
る 。
イ
マ
ソ
カ
リ
は
平
安
時
代
の
俗
語
と
し
て
発

生
し
た
と
い
わ
れ 、
閑
居
友
や
撰
集
抄
で
は
道
心
者
の
用
語
(
文
語)
と
し
て

⑤

 

用
い
ら
れ
て
い
る 。

ま
た 、
撰
集
抄
に
は
「
い
か
な
る
風
情
句
も
つ
き
ぬ
ベ
げ
に
侍
る
に
(×
九

⑤

 

五
話)」
と
ベ
ゲ
ナ
リ
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が 、
ζ
の
ベ
ゲ
ナ
リ
に

つ
い
て
は 、
小
林
芳
規
氏
が
光
言
句
義
釈
聴
集
記
正
元
々
年
(一
二
五
九
年)

①

 

写
本
の
用
例
を
報
告
さ
れ
て
い
る 。
ζ
れ
は
撰
集
抄
を
十
三
世
紀
の
国
語
資
料

③

 

と
し
て
も
矛
盾
し
な
い
例
に
な
る 。

撰
集
抄
の
侍
リ
の
よ
み
は
ハ
ベ
リ
か
ハ
ム
ベ
リ
か
内
部
徴
証
で
は
は
っ
き
り

し
な
い 。
語
幹
は
ほ
と
ん
ど
漢
字
表
記
で
あ
る 。
ひ
ら
が
な
表
記
は
ま
れ
で
あ

る
が 、
次
の
よ
う
に
両
方
の
例
が
あ
る 。

《さい〈幻ひ》

〈わかV

11lli--

: 、
再
会
を
ち
ぎ
り
て
別
れ
は
ベ
り
ぬ 。
(
一一
八
話)

見
は
む
べ
れ
ば 、
:
:
と
か
h
れ
侍
り 。
(一
O
話)

「
は
む
ベ
り」
の
よ
み
は一
つ
し
か
な
い 。
し
か
し 、
「
は
ベ
り」
の
よ
み

は
ハ
ベ
リ
か
も
し
れ
な
い
が 、
ハ
ム
ベ
リ
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い 。

@

 

ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
『
日
本
大
文
典』
K
は
ハ
ム
ベ
ル
だ
け
が
出
て
く
る 。
撰
集

抄×一
一
五
話
に 、

館記
の
御
子
に
て
お
は
し
ま
せ
ば、
御
も
て
な
し
も
さ
乙
そ

何引
け
め 。

と
あ
る
が 、
と
れ
に
相
当
す
る
部
分
が
『
日
本
大
文
典』
に 、

宮
正山口D
ぐO口口口
ロ
乞刊
〈ロロ印同一
宮田Mmr
p
ぐロ
ロ
ヨ0
5ロ白
色
B0
8
8
8

P
Br。
2
m
ロ命
日叩・
(串ω∞
λ
1
℃)

と
表
記
さ
れ
て
い
る 。
さ
ら
に
述
べ
れ
ば 、
ロ
ド
リ
ゲ
ス
使
用
の
撰
集
抄
は
ど

の
本
か
不
明
で 、
そ
の
原
文
は
お
そ
ら
く
「
侍
り」
と
漢
字
を
混
じ
た
表
記

で 、
そ
れ
を
ロ
ド
リ
ゲ
ス
がハ
ム
ベ
リ
と
よ
ん
だ
の
で
あ
ろ
う 。
す
く
な
く
と

も
中
世
末
期
に
は
ハ
ム
ベ
リ
の
よ
み
が
行
わ
れ
て
お
り 、
撰
集
抄
の
場
合
も
と

⑮

 

れ
に
従
っ
て
大
過
な
い
と
恩
わ
れ
る 。

沙
石
集
や
徒
然
草
で
は
侍
リ 、
佼
フ
が
混
用
さ
れ
て
い
る
が 、
撰
集
抄
で
は

侍
リ
専
用
と
い
っ
て
い
い 。

候
フ
の
使
用
は
次
の
二
例
だ
け
で
あ
る 。
一
例
は
会
話
文 、
一
例
は
書
簡
文

中
の
使
用
で
あ
る 。

円MMHγ

〔きこ}

父
の
御
そ
ば
に
よ
り 、
「
我
わ
り
て
侍
ふ」
と
問
え
給
ふ
に 、
(
大
納
言
↑

⑪

 

若
君)
(
五
八
諾)

エ

キ
ル

於ニ
今
度-
〔
者〕
可レ
有ニ
御
優
免-
之
由 、
天
神
之
御
気
色
候 、
小
野
の
道

風
が
奉 n
也
(
帝
↑
道
風)
(×
八
四
話)

い
う
ま
で
も
な
く 、
候
フ
は
当
時
の
口
語
で
あ
る 。

ζ
れ
に
対
し 、
侍
リ
の
総
数
は
第一
表
の
よ
う
に一 、
九
四
二
で
あ
る 。
第

一
表
は
撰
集
抄
の
侍
リ
の
用
例
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る 。
接
続
形
式
に
よ
る

分
類
は 、
参
考
の
た
め
掲
げ
た
も
の
で 、
本
一柄
の
論
旨
と
直
接
に
は
関
係
が
な

い 。
た
だ 、
つ
い
で
に
述
べ
れ
ば 、
動
詞
連
用
形
を
受
け
る
も
の
が
約
四二一
%

あ
る
と
と
が
わ
か
る
が 、
今
昔
物
語
集
の
場
合
は 、
侍
リ
三一
% 、
侯
フ
三
七

⑫

 

%
で
あ
る
か
ら 、
そ
れ
ら
よ
り
%
が
高
く
な
っ
て
い
る 。
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表

動
そ ズニニ形 ・ 動
の 小 テ ・ 用 ・

計
{也 + 十周+用
の + + テ +

侍
計{寺{寺{寺侍+侍

リリリリ侍 リ

一 一
地、 、

五 ーーーー一 ーー ノム、 の
J\ 六 二 二三八 O七九 文
;\ 六 ニニ八七三 八 四

会話五 七 五三三三
。 八 二 二 九 二 二 八 九 文

IL;、

十 話文四 - 00三 一一 六

一
書

文簡
。 。 00一 二 二 O五

、 、
九 ノム、 二 二 二 八 計l

四 一 二四四三 一四
七 五 四 八 四 八七 四

第

表
注
O
「
動
」
「
形
」

は 、

そ
れ
ぞ
れ 、

動
詞 、

形
容
詞
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
活
用
語
の
意 。
「
用
」

は
述
用
形
の
怠 。
「-
こ
「
ニ
テ
」

の
「
-
こ

は 、

断
定
の
助
動
翻
ナ
リ
の
速
用
形 、

お
よ
び

形
容
動
詞
ナ
リ
活
用
連
用
形
の
類
の
怠 .
「
そ
の
他
の
侍
リ
」

に
は 、

本
動
詞 、
「
御
+
漢
詩

+
侍
リ
」
「
御
+
動
詞
速
用
形
+
侍
リ
」

な
ど
が
ふ
く
ま
れ
る 。

O
侍
リ
の
直
上
に
は 、

助
詞
が
介
在
す
る
場
合
も
あ
る 。

E
れ
も
助
詞
が
な
い
場
合
と
同
じ
に

扱
っ
た

。

O
書
館
文
と
あ
る
の
は
二
七
話
の
も
の
で
あ
る 。

心
話
文
は 、

作
者
以
外
の
も
の
で 、

作
者
の

そ
れ
は
地
の
文
に
ふ
く
め
た

。

O
用
例
数
は
諸
本
に
よ
っ
て
異
同
が
あ
る 。

援策抄の侍リ

侍
リ
の
総
計
は一 、
九
四
二
で 、
地
の
文
の
用
例一 、
五
八
八 、
会
話
文
の

用
例
三
三
O
で
あ
る 。
と
れ
は
約
四・
五
対一
の
割
で
地
の
文
の
用
例
の
方
が

多
い 。撰

集
抄
の
侍
リ
の
使
用
率
は 、
徒
然
草
の
侍
リ
と
侯
フ
を
合
わ
せ
た
も
の
の

⑬

 

使
用
率
の
約
五
倍
で
あ
る 。
単
に
侍
リ
専
用
と
い
う
だ
け
で
な
く 、
使
用
率
も

高
く 、
地
の
文
の
用
例
も
ま
た
多
い
乙
と
は
注
目
すべ
き
で
あ
る 。

乙
れ
ら
は
撰
集
抄
の
侍
リ
の
特
徴
を
物
語
る
が 、
侍
リ
専
用
と
い
う
乙
と

は 、
撰
集
抄
の
文
語
性
の
強
さ
を
示
す
も
の
で
あ
る 。

で
は 、
撰
集
抄
に
用
い
ら
れ
た
文
語
侍
リ
の
特
質
は
何
か 。
以
下 、
口
語
で

あ
っ
た
平
安
時
代
の
侍
リ
の
特
質
と
比
較
し 、
文
語
侍
リ
と
口
語
侍
リ
の
聞
に

断
絶
が
あ
る
と
と
を
明
ら
か
に
し 、
一
方 、
文
語
侍
リ
と
当
時
の
口
語
候
フ
を

比
較
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
文
語
侍
リ
独
自
の
点
と 、
口
語
侯
フ
の
用
法
の
反
映

が
あ
る
点
と
を
指
摘
し
た
い 。

平
安
時
代
の
侍
リ
の
代
表
と
し
て
源
氏
物
語
を
例
に
と
る
な
る
な
ら
ば 、
そ

の
具
体
的
な
特
徴
と
し
て 、

-
原
則
と
し
て
尊
敬
語
を
受
け
な
い 。

2
命
令
形
が
な
い 。

3
も
っ
ぱ
ら
会
話
文
に
用
い
ら
れ 、
心
話
文
に
も
用
い
ら
れ
る
乙
と
が
な

、
。'LV

 

⑬

 

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る 。

撰
集
抄
の
侍
リ
の
場
合 、
右
の
三
点
と
も
異
な
っ
て
お
り 、
口
語
侍
リ
と
聞

に
断
絶
の
あ
る
ζ
と
が
わ
か
る 。
な
お 、
当
時
の
口
語
候
フ
と
の
比
較
に
は 、

平
家
物
語
(
高
木
市
之
助・
小
沢
正
美・
渥
美
か
を
る・
金
田一
春
彦
『
平
家

物
語』
日
本
古
典文
学
大
系 。
底
本
は一
部
を
除
い
て
竜
谷
大
学
図
書
館
蔵
党

一
本
で 、
鎌

倉
末
期
十

四

世
紀
前
半
成
立
と
い
わ
れ
る)
を
使
用
す
る 。

第一
に 、
撰
集
抄
の
侍
リ
は
自
由
に
尊
敬
語
を
受
け
る 。
侍
リ
が
受
け
て
い

る
尊
敬
語
を
あ
げ
れ
ば 、
次
の
と
お
り
で
あ
る 。

。

。
。

恩
シ
メ
サ
ル 、
恩
シ
メ
ス 、
御
覧
ゼ
ラ
ル 、
宣ハ
ス 、
官一
フ 、
仰
セ
ラ
ル 、

仰
セ
給
フ 、
マ
シ
マ
ス 、
オ
ハ
シ
マ
ス 、
オ
ハ
ス 、
l
給ハ
ス 、
I
給
フ 、

l
マ
シ
マ
ス 、
1
オ
ハ
シ
マ
ス 、
ル
-
ラ
ル 。

御
+
漢
語 、
御
+
動
詞
連
用
形 、
そ
の
他 。

す
乙
し
用
例
を
あ
げ
よ
う 。

《ふしV

そ
の
い
と
な
み
し
侍
り
し
か
ば 、
折
節
花
山
院
の
中
将
か
な
ら
ず
参
る
ベ

《おほv

illiき
よ
し

仰
せ

給
ひ

侍
り
し
か
ば
(
五
三
話)

。
。
。
。
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内きみV
ばんじよう一

。
。

一
天
の
君 、
万
乗
の
あ
る
じ
も 、
し
か
の
ど
と
し 。
苦
を
は
な
れ
ま
し

。
o

li--

《ぜつり》
門しゆだ)

/\
侍
釦
ね
ば 、
利
利
も
首
陀
も
か
は
ら
ず 。
(×
七
話)

(ダよかむv

illi

み
か
ど
し
き
り
に
御
感
侍
り
て 、
(
七
六
話)

《をV

-
お
も
は
ざ
る
に
貞
信
公
に
め
さ
れ
て 、
御
い
と
ほ
し
み
わ
く
か
た
な

o
o
o
o
o
f-i

 

く
侍
り
け
れ
ば 、
母
の
ま
づ
し
き
す
み
か
を
も 、
乙
ょ
な
く
御
と
ぶ
ら
ひ
侍

り
け
り 。
(×一
一
四
話)

い
ず
れ
も
地
の
文
の
用
例
で
あ
る 。
会
話
文
に
も
用
例
は
あ
る
が 、
そ
れ
は

次
の
命
令
形
の
用
例
の
中
に
も
あ
る
の
で
省
略
す
る 。

と
乙
ろ
で 、
第一
の
点
に
つ
い
て
口
語
候
フ
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
と
い
う

と 、
す
で
に
院
政
期
の
金
易誼
貯
に
も 、

少
数
な
が
ら 、

ア
ス
0
0
0
1111Jla、
‘

f

明
日
御
出
家
候
巧WL
士口
付ト フ

ご
九の
四)

オそヒ

o
o
o

--il

・
・ト

恩
給へ
候フ
ヲ 、

御
許シ
候
亡 、

(
二
六
の
五)

そ
の
他
の
用
例
が
あ
り 、
中
世
の
口
語
候
フ
は
自
由
に
尊
敬
語
を
受
け
た 。

へいけ

o
o
o
o
o
--

か
う
申
せ
ば
平
家
の
か
た
う
ど
と
や
お
ぼ
し
め
さ
れ
候
ら
ん 。
(
平
家
四 、

永
余
議)

し
た
が
っ

て 、
撰
集
抄
の
侍
リ
が
こ
れ
と
軌
を一
に
す
る
の
は 、
口
語
侯
フ

の
反
映
と
認
め
ら
れ
る 。

第
二
に
撰
集
抄
の
侍
リ
は
命
令
形
の
用
例
を
持
つ 。
侍
リ
の
用
例
約
二
干
の

う
ち 、
命
令
形
は
六
例
で
あ
る 。
全
用
例
を
あ
げ
る 。
前
二
例
は
地
の
文 、
他

は
会
話
文
に
お
け
る
も
の
で
あ
る 。

あ
は
れ 、
せ
め
て
乙
れ
ば
か
り
の
心
な
り
と
も 、
や
が
て 、
あ
か
つ
き
の

{かね)《こゑV

鎧
の
声
し
て 、
う
ち
つ
づ
き
さ
め
ぬ
事
に
て

倒利
か
し 。
(
二
四
話)

\
何
事
を
い
と
な
む
と
も 、
是
を
お
乙
た
り
な
し
民
ぴ
出
る
事
に
て

侍
れ
か
し 。
(
五
O
話)

へおんな)

Ill

i

n-
--2

「
女
な
ど
を
か
た
ら
ひ
た
る
に
や 、
さ
も
侍
れ 、
け
し
か
ら
ず
又
そ
の
心

も
見
え
さ
め
り」
(
一
六
話)

ょ

illl-

、
夜
る
な
む
か
な
ら
ず
お
は
し
侍
れ 。
(一
八
話)

・ 、 《
酌
蹴
料 uへ
お
は
し

向利 。
(x
一
一一二
話)

我
す
む
か
た
ざ
ま
を
も
御
覧
ぜ
ら
れ
侍
れ
か
し」
(×
九
七
話)

右
の
あ
と
の
三
例
は
オ
ハ
ス
か
御
覧
ゼ
ラ
ル 、
つ
ま
り
尊
敬
語
を
受
け
た
命

令
形
で
命
令
表
現
K
用
い
ら
れ
て
い
る
(
他
は
命
令
表
現
で
は
な
い) 。
乙
と

に
最
後
の
例
は 、
十
四
世
紀
前
半
成
立
の
徒
然
草
二二
六
段
の
次
の
用
例
を
怒

⑬

 

起
さ
せ
る 。(ほんFうV

《ご
らん》

あ

ill-

・
:

本
草
に
御
覧
じ
合
は
せ
ら
れ
侍
れ
か
し 。

し
か
し 、
右
の
本
文
は
正
徹
本
(一
四=
二
年
呑
写) 、
お
よ
び
流
布
本
と

さ
れ
る
光
広
本
に
あ
る
も
の
で 、
原
形
本
化
近
い
と
い
わ
れ
る
常
縁
本
で
は 、

・
:・

本
草
に
御
覧
じ
あ
は
せ
む
に 、
一
も
申
あ
や
ま
リ

侍
ら
じ」

と
な
っ
て
い
る 。
し
た
が
っ
て 、
兼
好
自
身
の
表
現
形
式
に
は
な
か
っ
た
か
も

し
れ
な
い
が 、
中
世
文
語
と
し
て
は
存
在
し
た
乙
と
に
な
る 。

当
時
の
口
語
候
フ
は
も
ち
ろ
ん
命
令
形
(
尊
敬
語
を
受
け
る
も
の
も
受
け
な

い
も
の
も)
を
持
っ
て
お
り 、
と
の
点
で
も 、
撰
集
抄
の
侍
リ
に
は
口
語
候
フ

の
反
映
が
認
め
ら
れ
る 。

さいしゃうどの

おぼ

ゃう

《おん》

「
宰
相
殿
は
は
や
覚
し
め
し
き(ツ)
て
候 。
と
も
か
う
も
よ
き
様
に
御
ば

か
ら
ひ
候
へ」
(
平
家
二 、
少
将
乞
請)

。
。
。

第
三
に
撰
集
抄
の
侍
リ
は 、
す
で
に
第一
表
に
あ
げ
た
よ
う
に 、
会
話
文 、

心
話
文 、
書
簡
文 、
地
の
文
を
通
じ
て
用
い
ら
れ
て
い
る 。
源
氏
物
語
の
相場
合

は 、
心
話
文 、
地
の
文
の
用
例
は
原
則
と
し
て
な
い 。
撰
集
抄
の
場
合 、
特
に

地
の
文
の
用
例
の
多
い
乙
と
が
顕
著
な
特
徴
に
な
っ
て
い
る 。
当
時
の
口
語
候

7
K
お
い
て
も
源
氏
物
語
の
場
合
と
同
様
で
あ
る 。
地
の
文
に
お
け
る
使
用
の
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銀m抄の侍リ

有
無
は 、
文
語
と
口
語
の
差
異
で
あ
る 。

た
だ 、
地
の
文
に
限
ら
な
い
が 、
撰
集
抄
の
侍
リ
の
使
用
率
の
高
さ
は
前
K

指
摘
し
た 。
乙
の
点
に
口
語
候
フ
の
反
映
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る 。

す
な
わ
ち 、
現
代
語
に
デ
ス・
マ
ス
体
が
あ
る
が 、
そ
の
極
の
文
体
の
始
ま

@
 

り
と
も
い
うべ
き
候
フ
体
が
平
家
物
語
で
は
成
立
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る 。
現

代
の
デ
ス・
7
ス
体
で
も 、
実
際
の
会
話
に
お
い
て
は 、
各
文
末
に
か
な
ら
ず

⑬
 

デ
ス・
マ
ス
が
来
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら 、
当
時
の
候
フ
体
で
は
文
末
附
近
に

お
け
る
候
フ
の
使
用
は
な
お
さ
ら
慾
意
的~
で
あ
っ
た
ろ
う 。
撰
集
抄
に
お
い

て 、
地
の
文・
会
話
文
と
も
に 、
侍
リ
の
使
用
さ
れ
て
い
る
部
分
も 、
使
用
さ

れ
て
い
な
い
部
分
も
あ
る
が 、
そ
の
使
用
の
多
さ
は 、
当
時
の
口
語
に
お
い
て

候
フ
休
が
成
立
し
て
お
り 、
そ
の
反
映
と
考
え
て
は
じ
め
て
説
明
が
つ
く 。
次

は 、
関
係
部
分
だ
け
を
示
し
た 、
そ
の
実
例
で
あ
る 。

いふ

Ili

li--

む
か
し 、
:::
云
物
侍
り 。
:::
も
の
也 。
・:・:
申
侍
り
け
る 。
:::
K

Illb

勾んぶつ

1111

1111

や
侍
り
け
ん 、
:::
念
仏
し
侍
り
け
る
也 。
:::
み
え
侍
り
け
る 。
(
三
五

話
冒
頭)

第
三
の
点
に
つ
い
て
は
細
か
い
と
と
が
二
つ
ほ
ど
あ
る 。
そ
の一
つ
は 、
書

簡
に
用
い
ら
れ
る
と
い
う
と
と
で
は
口
語
候
フ
も
(
平
安
時
代
の
侍
リ
も)
撰

集
抄
の
侍
リ
も
同
様
で
あ
る
が 、
そ
の
実
質
は
追
う
と
い
う
と
と
で
あ
る 。
中

世
の
書
簡
文
で
は
候
フ
を
用
い
る
の
が
普
通
で
あ
る
の
K 、
二
七
話
で
は
侍
リ

が
用
い
ら
れ
て
い
る 。
乙
の
書
簡
は
志
賀
の
中
将
頼
実
花 、
止日
中
将
を
捨
て
子

し
た
実
父
の
貧
僧
が
書
い
た
も
の
で 、
親
子
と
し
て
よ
り
は 、
中
将
と
貧
僧
と

い
う
関
係
に
重
点
を
お
い
て
書
か
れ
て
い
る 。
中
将
は
宮
家
の
大
殿
山脈
原
忠
実

靴
養
育
さ
れ
た
と
い
う
話
の
筋
か
ら 、
十
二
世
紀
前
半
に
時
代
を
設
定
で
き

る 。
そ
の
ζ
ろ 、
実
際
に
と
の
よ
う
な
香
簡
文
が
舎
か
れ
た
と
し
た
ら 、
侍
リ

で
は
な
く
て
候
フ
が
用
い
ら
れ
た
ろ
う 。
二
七
話
の
書
簡
の
侍
リ
は 、
書
簡
以

外
に
用
い
ら
れ
た
侍
リ
と
特
に
性
質
を
異
に
す
る
も
の
で
は
な
い 。

も
う一
つ
は
心
話
文
の
用
例
て
い
る 。
心
話
文
の
う
ち 、
仏
神
に
祈
念
す
る

よ
う
な
も
の
は
会
話
文
に
準
ず
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
が 、
撰
集
抄
に
は一
見

独
自
的
な
心
話
文
が
あ
る 。
す
な
わ
ち 、

Abzどろv

打
驚
き
て
お
ぽ
す
ゃ
う 、
「
名
利
を
す
て
よ
と
乙
そ
侍
る
な
れ 。
さ
ら
ば

(ev

AごろもV

Aこむき》

す
て
よ」
と
て 、
若
給
ひ
け
る
小
袖
衣 、
み
な
乞
食
ど
も
に
ぬ
ぎ
く
れ
て 、

(
一
話)

《た
え》

《こっじ傘》

冬
ふ
か
く
な
り
て:・
:
さ
む
さ
耐
へ
が
た
か
り
け
る
が 、
「
い
か
に
乞
食

《き〉

《っちV

(たV

ど
も
の 、
か
た
ま
た
き
物
も
若
で 、
土
に
ひ
え
い
ね
け
ん 、
さ
こ
そ
耐
へ
が

Ill1

t
E

 

た
く
侍
ら
め」
と 、
ふ
か
く
慈
悲
を
お
ζ
し
て 、
(
四一
話)

此
父
お
も
ふ
や
う 、
「
あ
は
札
時
r
か
り
け
る
は
生
死
か
な 。
そ

ら
く

Aたからv

の
宝 、
さ
ら
に
身
を
さ
h
ゆ
る
物
に
は
侍
ら
ざ
り
き 。
し
か
じ
我
仏
道
K
入

【おも》

な
ん」
と
思
ひ
て 、
(x
四
三
話)

(たまV

お
な
じ
き
公
任
の 、
大
納
言
に
あ
が
り
給
ひ
て
出
仕
し
給
ひ
け
る
に 、

(
恵)

しつ
ご

「
さ
て
も
束
三
条
の
執
柄
も 、
い
ま
だ
お
は
し
ま
さ
ば 、
い
か
ば
か
り
う
れ

し
が
り
給
ひ
な
ん 。
又
何
事
も
た
の
み
乙
そ
き
乙
え
侍
る
べ
き」
と
お
ぼ
す

に 、
(×
八
六
話)

四一
話
の
用
例
は
前
後
に
「
思
ふ」
「
お
ぼ
す」
の
類
の
語
が
な
い
が 、
文

脈
か
ら
心
話
文
(
ま
た
は
独
白)
と
考
え
ら
れ
る 。
乙
れ
ら
は
聞
き
手
や
そ
れ

に
準
ず
る
伎
用
対
象
が
な
い
と
す
る
と 、
源
氏
物
語
の
侍
リ
や
中
世
口
語
の
候

フ
と
は
そ
の
点
が
異
な
っ
て
く
る 。
し
か
し 、
仏
神
な
ど
を
念
頭
に
お
い
て
の

使
用
な
ら
ば 、
特
に
異
な
る
と
と
ろ
は
な
い 。
そ
の
解
釈
は
主
観
に
左
右
さ
れ

る
と
乙
ろ
が
大
き
い
か
ら 、
本
稿
で
は
除
外
例
と
し
て
お
く 。

×

×

 

次
に
敬
度
と
使
用
対
象
の
範
囲
の
問
題
が
あ
る 。
敬
皮
は
使
用
対
象
の
範
囲
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が
明
確
に
な
っ
て
は
じ
め
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る 。
と
乙
ろ
で 、
同
じ
平

安
時
代
の
侍
リ
と
い
っ
て
も 、
源
氏
物
語
の
侍
リ
と
今
昔
物
語
集
の
侍
リ
と
で

は
敬
皮
が
異
な
り 、
後
者
の
方
が
敬
皮
の
低
下
を
見
せ
て
い
る 。
撰
集
抄
の
侍

リ
と
比
較
す
る
に
は 、
口
語
と
し
て
の
末
期
的
様
相
を
示
す
今
昔
物
語
集
の
侍

リ
の
方
が
時
間
的
に
も
近
く 、
両
者
の
断
絶
が
は
っ
き
り
す
る 。

今
昔
物
語
集
で
は
候
フ
と
侍
リ
が
共
存
し
て
お
り 、
本
朝
両
部
を
中
心
K
考

え
た
場
合 、
候
フ
の
方
が
敬
度
が一品
く 、
侍
リ
の
方
が
敬
度
が
低
い 。
す
な
わ

ち 、
今
昔
物
語
集
の
侍
リ
の
特
色
は
次
の
と
お
り
で
あ
る 。

-
聞
き
手
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
は
天
皇
を
は
じ
め
と
す
る
皇
室
関
係
者・
関

白・
大
臣
な
ど
は
ま
ず
出
て
と
な
い 。
話
し
手
よ
り
聞
き
手
が
上
位
の
場

合
の
聞
き
手
と
し
て
は 、
国
司
階
級
あ
た
り
が
上
屈
で
あ
る 。
親
子
聞
の

会
話
で
親
が
使
用
対
象
と
な
る
場
合 、
候
フ
が
用
い
ら
れ
る
乙
と
は
あっ

て
も 、
侍
リ
が
用
い
ら
れ
る
ζ
と
は
な
い 。
ま
た 、
仏
神
の
祈
り
に
用
い

た
例
は
な
い 。

2
身
分
の
低
い
者
向
士
の
相
互
使
用
や 、
さ
ら
花
聞
き
手
よ
り
話
し
手
が
上

位
の
場
合
の
使
用
が
見
ら
れ
る 。

ー
の
使
用
対
象
の
上
限
が
天
皇・
関
白
と
い
っ
た
最
高
段
階
に
達
し
な
い
乙

と 、
お
よ
び
2
の
事
実
は 、
侍
リ
の
敬
度
が
低
く 、
敬
語
と
し
て
末
期
的
様
相

で
あ
る
と
と
を
示
す 。

さ
て 、
右
の
二
点
に
関
し
て
撰
集
抄
の
侍
リ
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か 。
今
昔
物

語
集
の
侍
リ
は
会
話回
文
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で 、
地
の
文
の
用
例
は
な
い 。
撰

集
抄
の
侍
リ
も
比
較
の
た
め 、
ま
ず
会
話
文
の
用
例
に
つ
い
て
見
る 。

第一
の
点
に
つ
い
て
撰
集
抄
の
侍
リ
は 、
話
し
手
よ
り
聞
き
手
上
位
の
場
合

の
使
用
対
象
の
上
限
は
最
高
段
階
に
い
た
っ
て
い
る 。
す
な
わ
ち 、

帝
↑
大
納
言
公
任
(X
九
O
話)

帝
↑
大
納
言
目斉
信
(×
九
四
話)

字
治

大
殿
↑
中
納
言
入
道
(×
三
O
話)

活)最
後
の
御
堂
の
大
殿
(
道
長)
と
顕
長
は
親
子
で
あ
る
が 、
道
長
は
身
分
が

高
い
か
ら 、
そ
の
身
分
が
優
先
し
て
待
遇
さ
れ
る 。
ζ
れ
ら
四
例
を
あ
げ
れ
ば

足
り
る
と
思
う
が 、
い
ず
れ
も
略
本
に
な
い
の
で 、
念
の
た
め 、
略
本
K
も
あ

る
も
の
を
次
に
あ
げ
る 。

土
御
門
右
大
臣
↑
夢
の
翁
(
四
八
話)

中
将
(
後
の
沼
家
入
道
殿)
↑
観
釈

聖
(
二
O
話)

四
八
話
の
例
で
は
話
し
手
が
夢
の
翁
で
あ
る
点
が
普
通
で
は
な
い
が 、
仏
神

と
い
う
ほ
ど
の
存
在
で
は
な
く 、
聞
き
手
上
位
の
例
と
認
め
ら
れ
る 。
二
O
話

の
観
釈
聖
は 、
俗
人
の
と
き
は
遠
江
守
で
あっ
た
と
述べ
ら
れ
て
い
る 。

今
昔
物
語
集
の
侍
リ
の
使
用
対
象
の
上
限
は
ほ
ぼ
国
司
階
級
で
あ
る
か
ら 、

撰
集
抄
の
侍
リ
の
使
用
対
象
の
上
限
の
方
が
高
い 。

第
二
の
点
に
つ
い
て
は 、
作
者
(
西
行
に
仮
托)
の
体
験
談
と
い
う
形
を
と

っ
て
い
る
説
話
が
多
く 、
し
た
がっ
て 、
作
者
が
話
し
手
か
聞
き
手
の
い
ず
れ

か
で
あ
る
場
合
が
多
く 、
身
分
の
低
い
者
同
士
の
相
互
使
用
に
つ
い
て
は
適
当

な
用
例
が
見
当
た
ら
な
い 。

作
者
に
対
す
る
敬
語
は
会
話
文
に
し
か
現
れ
な
い
の
で 、
本
来
ど
の
程
度
の

待
遇
表
現
を
受
け
る
べ
き
な
の
か
は
は
っ
き
り
し
な
い 。
作
者
は
実
際
は
西
行

で
は
な
く
て
も 、
あ
る
程
度 、
西
行
に
準
じ
て
考
え
ら
れ
る 。
西
行
は
俗
人
の

と
き
は
北
函
の
武
士
で
左
兵
衛
尉
で
あっ
た 。
ζ
れ
は
国
司
階
級
と
し
て
は
や

や
低
い 。
し
か
し 、
撰
集
抄
に
お
い
て
は
出
家
し
た
著
名
人
(
歌
人)
と
し
て

の
存
在
で 、
し
か
も
相
当
美
化
さ
れ
て
い
る
か
ら 、
国
司
階
級
あ
る
い
は
そ
れ

を
や
や
上
回
る
階
層
に
帰
属
さ
せ
る
ζ
と
が
で
き
る 。
た
だ 、
ζ
の
よ
う
な 、

あ
い
ま
い
な
状
態
で
あ
る
か
ら 、
作
者
を
敬
皮
な
ど
を
測
る
積
極
的
な
基
準
と
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撰集抄の侍リ

す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い 。

と
乙
ろ
で 、
話
し
手
の
方
が
聞
き
手
よ
り
上
位
の
例
は
少
な
く
な
い 。
す
な

わ
ち 、作

者
↑
明
雲
僧
正
(
三
二
話)

侍
仲
太
↑
大
納
言
若
君
(
五
八
話)

大
納

言
若
君
↑
大
納
言
(
五
八
話)

里
の
女
↑
仲
算
(
六
五
話)

観
理
大
徳
の

幼
時
↑
母
(X
一一
四
話)

人々
昔
物
詩
集
の
侍
リ
と
右
の
用
例
と
の
差
異
は
か
な
ら
ず
し
も
は
っ
き
り
し

な
い 。
し
か
し 、
五
八
話
の
大
納
言
若
君
が
主
従
関
係
に
あ
る
侍
仲
太
に
侍
リ

を
用
い
た
り 、
同
じ
五
八
話
で
大
納
言
が
わ
が
子
で
あ
る
若
君
に
侍
リ
を
用
い

@

 

た
り
し
て
い
る
よ
う
な
用
例
は
今
昔
物
語
集
に
は
な
い 。
つ
ま
り 、
第
二
の
点

だ
け
に
つ
い
て
見
れ
ば 、
撰
集
抄
の
侍
リ
は 、
お
そ
ら
く
今
昔
物
語
集
の
侍
リ

よ
り
い
っ
そ
う
敬
度
低
下
の
方
向
で
用
法
の
範
囲
が
広
く
な
っ
て
い
る
と
も
考

え
ら
れ
る 。

一
方 、
第一
の
点
だ
け
か'り
す
れ
ば 、
今
昔
物
語
集
の
侍
リ
よ
り
使
用
対
象

の
上
限
が一
両
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら 、
敬
度
が一口向
く
な
っ
て
い
る
と
と

に
な
る 。
と
の
ま
ま 、
第
て
第
二
の
点
を
総
合
し
よ
う
と
す
れ
ば 、
撰
集
抄

の
侍
リ
の
敬
度
に
矛
盾
が
起
き
る 。
今
昔
物
語
集
の
侍
リ
と
撰
集
抄
の
侍
リ
の

敬
度
の
比
較
は
そ
う
簡
単
に
は
で
き
な
い 。
そ
れ
は
両
者
の
間
に
口
語
と
文
語

の
差
異・
断
絶
が
あ
る
か
ら
で
あ
る 。

こ
と
で
今
昔
物
語
集
に
は
な
い 、
撰
集
抄
の
地
の
文
の
用
法
に
触
れ
よ
う 。

地
の
文
の
侍
リ
の
使
用
対
象
は
読
者 、
そ
れ
も
不
特
定
多
数
の
読
者
で
あ
ろ

う 。
使
用
者
は
も
ち
ろ
ん
作
者
(
既
述)
で
あ
る 。
会
話
文
の
侍
リ
の
用
法
か

ら
考
え
て
も 、
乙
の
場
合
の
読
者
(
侍
リ
の
使
用
対
象)
と
し
て
は 、
か
な
ら

ず
し
も
作
者
よ
り
上
位
の
存
在
を
作
者
が
予
想
し
て
い
る
と
す
る
必
要
は
な

い 。
地
の
文
の
用
法
に
お
い
て
は
使
用
対
象
も
敬
皮
も
ば
く
ぜ
ん
と
し
て
い

ヲ令 。次
に 、
撰
集
抄
の
侍
リ
に
は
当
時
の
口
語
候
フ
の
用
法
の
反
映
と
考
え
ら
れ

る
点
が
あっ
た
が 、
使
用
対
象
の
範
囲
や
敬
度
に
つ
い
て
は
ど
う
か
検
討
す

る 。
結
論
を
先
に
い
え
ば 、
候
フ
の
影
響
や
反
映
は 、
ζ
の
点
に
つ
い
て
は
な

平
家
物
語
の
候
フ
の
使
用
対
象
の
上
限
は
最
高
段
階
の
階
層
に
い
た
る
が 、

ζ
れ
は
敬
語
の
多
く
が
そ
う
な
の
で
あっ
て 、
撰
集
抄
の
侍
リ
と
乙
の
点
が
共

通
し
て
い
て
も 、
と
れ
を
候
フ
の
用
法
の
反
映
と
は
い
え
な
い 。
西
国
直
敏
氏

@
 
は
平
家
物
語
の
候
フ
の一
特
徴
と
し
て
次
の
点
を
指
摘
さ
れ
た 。

今
昔
以
前
の
用
法
と
大
き
く
異
な
る
と
と
を
示
す
も
の
と
し
て 、
上
位
者

か
ら
下
位
者へ
の
候
フ
の
使
用
が
あ
り 、
ζ
れ
は
依
頼・
命
令
な
ど
の
場

合 、
使
者
を
通
し
て
伝
達
す
る
場
合
お
よ
び
消
息
(
書
簡)
に
よ
る
場
合
に

見
ら
れ
る 。

撰
集
抄
の
侍
リ
が
上
位
者
か
ら
下
位
者
へ
用
い
ら
れ
る
場
合
に
は 、
と
の
よ

う
な
制
約
は
な
い 。
次
は
そ
の
例
で
あ
る
が 、
同
時
に
今
昔
物
語
集
に
も
と
の

よ
う
な 、
逆
の
落
差
を
持
つ
主
従
間
の
使
用
は
な
い
乙
と 、
前
述
の
と
お
り
で

あ
る 。

《さは》

【じゃ〈ん》

《なきけV

仲
太
い
か
Y
せ
ん
と
騒
ぐ
に 、
此
若
君
の
た
ま
ふ
ゃ
う 、
「
い
た
く
な
歎

き
そ 。
我
わ
り
た
る
と
い
は
む 。
我
し
た
り
と
聞
き
給
は
ば 、
お
の
づ
か
ら

ゆ
る
し
給
ふ
か
た
も
伺引
な
ん」
と
の
た
ま
へ
ば 、
仲
太
おん
を
す
り
て
よ
ろ

と
ぴ
て
の
き
侍
リ
ぬ 。
(
侍
仲
太
↑
大
納
言
若
君)
(
五
八
話)

一
般
に
敬
皮
は
時
間
と
と
も
に
低
下
す
る
の
が
原
則
で 、
口
語
か
ら
文
語
に

移
行
し
た
だ
け
で 、
侍
リ
の
敬
度
が
上
昇
し
た
と
は
ま
ず
考
え事り
れ
な
い 。
と

れ
は
む
し
ろ 、
口
語
か
ら
文
語
に
移
行
し
た
際 、
そ
の
聞
に
断
絶
が
あっ
て 、

敬
語
と
し
て
の
日
常
性
を
喪
失
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か 。
古
代
の
口
語
に
お
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け
る
敬
語
は 、
使
用
対
象
の
範
囲 、
敬
度
な
ど
が
明
確
な
の
が
普
通
で
あ
る 。

文
語
に
お
い
て
も 、
原
則
と
し
て
同
様
で
あ
る 。
撰
集
抄
の
敬
語
に
例
を
と
れ

ば 、
ミ
ソ
ナ
ハ
ス
は
(
平
安
時
代
に
も)
文
語
で
あ
る
が 、
そ
の
使
用
対
象
の

範
囲 、
敬
度
な
ど
が
は
っ
き
り
し
て
い
る 。
し
か
し 、
撰
集
抄
の
イ
マ
ソ
カ
リ

は 、
使
用
対
象
の
範
囲
が
上
下
に
わ
た
っ
て
広
く 、
敬
皮
も
ば
く
ぜ
ん
と
し
て

い
る
が 、
身
分
の
低
い
使
用
対
象
の
存
在
か
ら 、
敬
度
は
低
い
と
考
え
ら
れ

る 。
イ
マ
ソ
カ
リ
は 、
平
安
時
代
に
は
口
語
で
あ
っ
て 、
撰
集
抄
の
ζ
ろ
は
文

語
に
な
っ
て
い
た 。

つ
ま
り 、
中
世
文
語
の
敬
語
に
は 、
す
く
な
く
と
も 、
平
安
時
代
か
ら
文
語

で
あ
る
も
の
と 、
平
安
時
代
に
は
口
語
で
あ
っ
て
中
世
ま
で
に
口
語
と
し
て
の

生
命
を
失っ
て
文
語
と
な
っ
た
も
の
と
が
あ
る 。
前
者
は
使
用
範
囲
や
敬
度
な

ど
も
明
確
で
あ
る
が 、
後
者
は
口
語
か
ら
連
続
的
に
文
語
に
な
る
の
で
は
な
い

た
め 、
と
も
す
る
と 、
使
用
範
囲
や
敬
度
が
ば
く
ぜ
ん
と
し
た
も
の
に
な
る 。

撰
集
抄
の
侍
り
も
乙
の
た
ぐ
い
で
あ
っ
て 、
敬
度
は
低
い
と
考
え
ら
れ
る 。

今
昔
物
語
集
の
侍
リ
と
は
使
用
範
囲
や
敬
皮
の
点
で
は 、
具
体
的
に
比
較
すべ

き
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る 。

ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
『
日
本
大
文
典』
に 、

明，釦
grm
E
(
率
向日)

託
制
仙w
叫
綿一
門
s
hv
骨mh
仙
台
が。

伸一
門
瑚
仙川
叫一
Mm
δ

謡
叫明
(
宮ロロ口
町白
gH回)

δ
比一
事
ad
什
日〉
酬明
作
一週
〔い
樹
立州
市
仙川
斗。
(m
g
λ

I
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と
あ
る 。
上
の
語
と
は
ソ
ロ
(
候)
を
指
し 、
と
れ
ら
は
い
ず
れ
も
「
言
ひ
方

の
上
に
敬
意
と
丁
寧
さ
を
表
し
て」
参
ラ
ス
ル
と
同
じ
よ
う
に
使
わ
れ
る
と
述

べ
て
い
る 。
と
と
で
は
ソ
ロ
もハ
ム
ベ
ル
も
参
ラ
ス
ル
(
当
時
口一語)
も
同一

視
し
て
い
て 、
敬
度
な
ど
に
触
れ
て
い
な
い
の
は
や
や
記
述
が
粗
い
感
じ
が
す

@

 

る 。
乙
れ
も
使
用
範
囲
や
敬
度
が
は
く
ぜ
ん
と
し
て
い
た
た
め
も
あ
る
で
あ
ろ

つ。

× 

50 

× 

以
上
で
筆
者
の
意
図
し
た
と
と
ろ
は
ほ
ぼ
述べ
た 。
あ
と
補
足
的
に 、
侍
リ

の
使
用
の
有
無・
多
少
と
そ
の
部
分
の
内
容
と
の
関
速
に
つ
い
て
述べ
る 。
撰

集
抄
で
は
侍
リ
を
用
い
て
あ
る
方
が
普
通
で
あ
る
か
ら 、
使
用
し
な
い
部
分
あ

る
い
は
使
用
の
少
な
い
部
分
に
つ
い
て
先
に
説
明
す
る 。

第一
に
孝
安
大
師
の
言
葉
(×
一一一ニ
話)
(一
一
七
話) 、
中
納
言
顕
基
の

言
葉
(×
三
O
話) 、
長
恨
歌
の
玄
宗
の
言
葉
(
五
O
話) 、
天
台
の
止
観
(×

一
一一ニ
話)
と
い
っ
た
有
名
な
語
句
の
引
用
や 、
童
御
料
の
認
語
文
(一
一
九

話)
な
ど
に
は
侍
リ
を
用
い
な
い 。

よ

(ほとけ〉

ハA)

《ゐさv

章
安
大
師
か
と
よ 、
「
夜
な

/\
仏
と
と
も
に
臥
し 、
朝
な

/\
仏
に
し

た
が
っ
て
越
く」
と
の
た
ま
ひ
け
る
を 、
(
二
七
話)

第
二
に 、
地
の
文
で
侍
リ
を
用
い
な
い 、
ま
た
は
少
な
い
部
分
を
見
る
と 、

修
辞
的
校
巧
の
勝っ
た
部
分
や 、
論
説
的
な
部
分 、
注
釈
的
な
部
分
が
目
だ

つ 。
し
か
し 、
論
説
的
な
部
分
に
は
侍
リ
を
用
い
な
い
と
い
う
よ
う
な
乙
と 、

つ
ま
り
逆
は
い
え
な
い 。

内おも】

あ
は
れ 、
乙
〉
ろ
お
き
身
か
な 。
な
に
事
も
夢
に
の
み
な
る
世
中
に 、
民

《ふ》

ひ
を
と
Y
め
て 、
竹
の
葉
に
あ
ら
れ
降
る
な
り
さ
ら
/\
と 、
:::
た
いふ
来

《ヴら】

(ゆヘ》

〔うらむらさきV

ぬ
人
を
恨
み
も
は
て
ぬ
物
放
に 、
松
に
か
、ふ
れ
ば
末

紫
の
藤
の
花 、
:・
:

(
八
話)

一
方 、
侍
リ
の
用
い
ら
れ
て
い
る
部
分
は 、
会
話
文
の
部
分 、
地
の
文
で
は

、
物
事
の
描
写
の
部
分 、
作
者
の
体
験
や
感
想
と
し
て
述べ
る
部
分
が
多
い 。

こ
れ
ら
の
部
分
で
も 、
も
ち
ろ
ん
侍
リ
が
用
い
ら
れ
な
い
と
と
も
あ
る 。



撰集抄 の侍リ

最
後
に
要
約
を
し
て
お
く 。

十
三
世
紀
中
葉
の
成
立
か
と
い
わ
れ
る
撰
集
抄
で
は 、
丁
寧
語
侍
リ 、
候
フ

の
使
用
に
関
し
て
は 、
当
代
の
口
語
候
フ
の
使
用
は
皆
無
に
近
く 、
侍
リ
専
用

と
い
っ
て
い
い
状
態
で
あ
る 。

と
の
撰
集
抄
の
侍
リ
は
中
世
文
語
で
あっ
て 、
平
安
時
代
の
口
語
侍
リ
と
の

聞
に
断
絶
が
あ
る 。
し
た
が
っ
て 、
今
昔
物
語
集
の
侍
リ
と 、
使
用
対
象
の
範

囲
や
敬
度
な
ど
を 、
具
体
的
に
比
較
し
て
も
意
味
が
な
い 。
乙
の
種
の
中
世
文

語
の
敬
語
は
い
わ
ば
日
常
性
を
喪
失
し
て
い
る
の
で 、
平
安
時
代
の
口
語
侍
リ

だ
け
で
な
く 、
鎌
倉
時
代
の
口
語
候
フ
と
も 、
佼
用
対
象
の
範
囲
や
敬
度
に
つ

い
て
比
較
し
て
も
意
味
が
な
い 。
つ
ま
り 、
撰
集
抄
の
侍
リ
は
使
用
対
象
が
拡

散
し
て
お
り 、
敬
度
は
低
い
と
考
え
ら
れ
る
が 、
使
用
対
象
の
範
聞
や
敬
度
の

点
で
用
法
に
ば
く
ぜ
ん
と
し
た
と
ζ
ろ
の
あ
る
と
と
が
特
徴
で
あ
る 。

一
方 、
同
時
代
の
口
語
候
フ
の
用
法
の
反
映
と
見
ら
れ
る
点
が
あ
る 。

ω
自
由
に
尊
敬
語
を
受
け
る 。

ω
命
令
形
が
あ
る 。

ω
現
代
語
の
デ
ス・
マ
ス
休
に
比
すべ
き
候
フ
体
が
当
時
成
立
し
て
い
る
と

い
わ
れ
て
お
り 、
そ
の
反
映
と
考
え
ら
れ
る 、
い
わ
ば
侍
リ
体
の
存
在
が

看
取
さ
れ
る 。

ζ
れ
ら
三
点
に
つ
い
て 、
平
安
時
代
の
口
語
侍
リ(
源
氏
物
語
に
例
を
と
る)

は 、
い
ず
れ
も
否
で
あっ
て
該
当
し
な
い 。

ま
た 、
撰
集
抄
の
侍
り
に
は
地
の
文
の
使
用
が
多
数
見
ら
れ
る
が 、
と
の
点

で
は
同
時
代
の
口
語
候
フ
と
も 、
平
安
時
代
の
口
語
侍
リ
と
も
異
な
っ
て
い

る 。

附
記

改
稿
以
前
の
草
稿
の
段
階
で 、
辻
村
敏
樹
氏
に
通
読
し
て
い
た
だ
き 、
御
助

言
を
賜
わっ
た 。
ま
た 、
福
島
邦
道
氏
ほ
か
編
集
委
員
の
か
た
が
た
か
ら
御
教

示
を
賜
わ
っ
た 。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る 。

注①
西
尾
光一
『
撰
集
抄』
(
岩
波
文
庫)
解
説 。

長
野
嘗一
『
説
話
文
学
辞
典』
(
石
原
昭
平
撰
集
抄
の
項) 。

②
桜
井
光
昭
「
撰
集
抄
の
問ユ
を
中
心
に」
『
学
術
研
究』一一一一
号 。

③
穐
国
定
樹
「
続
『
申
す』
と
『
問
ゆ』
ll源氏物語以後
-||」

『
国
語
国
文』

昭
和
四
O
年
九
月
号 。

④
桜
井
光
昭
「
撰
集
抄
の
『
み
そ
な
は
す』
に
つ
い
て」
『
説
話
文
学
研
究』

ムハ
喜J O

⑤
桜
井
光
昭
「
撰
集
抄
の
『
い
ま
そ
か
り』
を
中
心
に」
『
国
文
学
研
究』

五一
集。

⑥
「ぺ
き
に」
と
なっ
て
い
る
本
も
あ
る 。

⑦
小
林
芳
規
「
中
世
仮
名
文
の
国
語
史
的
研
究」
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要』

特
輯
号
3 、

一
三
七ペ
ー
ジ 。

③
現
存
の
撰
集
抄
に
は
「
元
和
十
五
年
の
む
か
し

(×
三
O
話)」
と
い
う
不

審
な
箇
所
が
あ
る 。
「
元
和」
は
日
本
で
は
十
七
世
紀
の
年
号
で
あ
る 。

ま
た 、
元
和
に
十
五
年
と
い
う
年
も
な
い 。

③
土
井
忠
生
氏
訳
注
本
に
よ
る 。

⑬
小
林
芳
規
『
健一
…川
崎
硝
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究』
七
九
三
ペ
ー
ジ 。

帥
開

祝
駄
『
色
葉
字
類
抄
研
究
並
び
K
索
引
絞
編』
に
よ
る
と 、
色
菜

字
類
抄
で
は
ハ
ベ
リ

の
訓
を
示
し
て
い
る
が 、
中
田
祝
夫
『
古
本
節
用
集

活
研
究
並
び
に
総
合
索
引』
に
よ
れ
ば 、
伊
京
集
を
除
く 、
明
応
五
年

本 、
黒
木
本 、
天
正
木 、
銀
頭
屋
本 、
易
林
本
の
各
節
用
集
がハ
ン
ベ
ル

の
み
を
の
せ
る 。
日
ポ
辞
書
もハ
ン
ベ
ル
で
あ
る 。

@
以
下 、
↑で 、
聞
き
手
↑

話
し

手 、
ま
た
は
読
み
手
↑

書
き
手
を
表
す 。
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⑫
桜
井
光
昭
「『
候
フ』
と
『
侍
リ』」

『
今
昔
物
詩
集
の
語
法
の
研
究』 。

⑬
時
枝
誠
訳
『
徒
然
草
総
索
引』
に
よ
り
侍
リ一

四
八 、
候
フ
五
二
と
数
え

岩
波
文
庫
本
(
西
尾
実
氏
校
訂)
で
総ペ
ー
ジ
数一
四一
ペ
ー
ジ
と
す
る

とぺ
l
ジ
あ
た
り
の
使
用
率
は
約一
・

四
語
と
な
る 。
撰
集
抄
はペ
l
ジ

あ
た
り
の
使
用
率
約
六・
九
語
で
あ
る 。

⑬
伊
藤
和
子
「
源
氏
物
語
に
あ
ら
は
れ
た
『
給
ふ
る』
と
『
侍
り』」
『
国
語

国
文』
昭
和
二
八
年一
月
号 。
そ
の
他 。

⑬
使
用
テ
キ
ス
ト

は 、
山
田
孝
雄
・

山
田
忠
雄
・

山
田
英
雄
・

山
田
俊
雄

『
今
昔
物
語
集』
(
日
本
古
典
文
学
大
系) 。

⑬
使
用
テ
キ
ス
ト

は
西
尾
実
『
方
丈
記
徒
然
草』
(
日
本
古
典
文
学
大
系) 、

作巾
縁
本
は
村
井
順
『つ
れ
戸\

草
(
常
縁
本
上
巻)』
(
古
典
文
庫)
に
よ

る 。
⑫
使
用
テ
キ
ス
ト

で
あ
る
『
平
家
物
語
上』
(
日
本
古
典
文
学
大
系)
解
説 。

⑬
桜
井
光
昭
「7
ス(
デ
ス)
に
よ
る
敬
語
表
現
の
最
低
規
準」
『
学
術
研
究』

二一
号 。

⑬
撰
集
抄
に
錯
誤
の
多
い
ζ
と
は
使
用
テ
キ
ス
ト

の
解
説
で
西
尾
光一
氏
が

述
べ
ら
れ
て
い
る 。
あ
ま
り
史
実
に
と
だ
わ
る
必
要
も
な
い
が 、
藤
原
忠

実
は
応
保
二
年
(一
一
六
二
年)
八
五
歳
で
没 。

⑫
今
昔
物
詩
集一
九
の
九
に 、
た
ま
た
ま
五
八
話
と
同
じ
く
硯
破
説
話
が
あ

る 。
も
ち
ろ
ん 、
そ
れ
だ
け
を
指
す
も
の
で
は
な
い 。

@
西
国
直
敏
「
平
家
物
語
の
『
候
ふ』」
『
国
語
と
国
文
学』
昭
和
四
三
年
二

月
号 。

⑫
た
だ
し 、

『
日
本
小
文
典』
で
は 、

福
島
邦
道
氏
の
御
教一不
に
よ
る 。

も
う
ハ
ム
ベ
ル
は
の
せ
て
い
な
い 。

ーl
早
稲
田
大
学
教
授
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